
第５学年 家庭科学習指導案 

                         場所       ５年教室 

                          指導者 教諭   前田 達夫 （Ｔ１） 

栄養教諭 松田 英津子（Ｔ２） 

 

１ 題材名 食べて元気に（開隆堂５・６年） 

 

２ 題材について 

（１）本題材のねらい 

本題材は、学習指導要領における内容Ｂ「日常の食事と調理の基礎」（１）食事の役割（２）

栄養を考えた食事（３）調理の基礎を受けて設定したものである。 

日常の食事と調理の学習を通して、日常の食事への関心を高め、食事の大切さに気付くとと

もに、栄養バランスを考えた食事と調理に関する基礎的・基本的な知識及び技能を身に付け、

食生活をよりよくしようと工夫する能力と実践的な態度を育てることをねらいとしている。 

日本の伝統的な食事は、主食、汁、主菜、副菜というようにバランスを考えたメニューで構

成されている。主食には、主にエネルギーのもとになる食品、副菜や汁には、主に体の調子を

整える食品が含まれている。体に必要な栄養をバランスよくとるためには、「一汁三菜」という

ような日本の伝統的なバランスの整った食事をすることが望ましいとされている。 

本単元では、みそ汁とご飯という日本の伝統的な食事を学ぶ。特にみそ汁は様々な具材を使

うことができ、学習した内容を将来にわたって活用することができるものである。たくさんの

栄養素を含んだみそ汁の良さに気付き、作ることができるということは、子どもたちにとって

非常に価値があると言える。 

本単元で、食事の役割や栄養、調理のしかたを学んだ子どもたちは、心身の成長や健康の保

持・増進のために自らの食生活を管理していく能力を身に付け活かしていくと思われる。 

 

（２）本題材に関わる系統及び食に視点をおいた関連教科等は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【給食の時間】食育タイム 
・地場産物、地産池消 

【日常指導】 
・食育月間の取組 
・食育チェック表の活用 

【家庭との連携】 

・夏休みの課題 
（ゆで卵、ゆで野菜作り） 

【学級活動】 
・栄養バランスのよい食事 

本題材【家庭科】 
「食べて元気に」 

（１１時間） 

５年 
「はじめてみよう クッキング」 

（６時間） 

６年 
「いためてつくろう 朝食のおかず」 

（8時間） 
「くふうしよう おいしい食事」 

（１２時間） 

【教科との関連】 
・理科「植物の成長」 
「植物の実や種子のでき方」 

本題材の食に視点をお

いた関連教科及び内容 

 



（３）児童の実態（８人） 

                                   （人） 

家
庭
科
に
関
す
る 

児
童
の
実
態 

質問事項 とても 概ね あまり 

３食、食事をとることは大切だと思いますか。 ８ ０ ０ 

３食、規則正しく食事をとっていますか。 ７ ０ １ 

食品を仲間分けするとき、どのように分けます

か。 

赤、黄、緑の 3色にわける ４ 

分からない  ４ 

質問事項 はい いいえ 

ご飯を炊いたことがありますか。 ４（炊飯器で） ４ 

みそ汁は好きですか。 ８ ０ 

みそ汁を作ったことがありますか。 ６（手伝った４） ２ 

今週、みそ汁を食べましたか（１日以上）。 ５ ３ 

今週、みそ汁を毎日食べましたか。 ０ ８ 

食
育
に
関
す
る 

児
童
の
実
態 

質問事項 とても 概ね あまり 

栄養のバランスのとれた食事をしていると思い

ますか。 
０ ７ １ 

家で簡単な調理をすることがありますか。 ３ ４ １ 

３食、食事をとることについて、全員が「大切である」と答えており、そのうち７人が規則

正しく食事をとっている。未習の内容である食品の仲間分けについて、「赤、黄、緑の３色に分

ける」と回答した児童は半数おり、給食の時間の食育タイムでの指導の成果だと言える。 

ご飯とみそ汁については、ご飯を作ったことがある児童は半数おり、「炊飯器で炊いた」と答

えている。また、全員が「みそ汁は好き」と答えており、みそ汁を作った経験のある児童は６

人もいる。しかし、作った経験のない児童も２人おり、作り方や食材の切り方等を理解し、実

践できる力が十分であるとは言えない。 

１週間の内、みそ汁を食べた児童は５人（６３％）で、毎日食べた児童は１人もいない。 

栄養のバランスのとれた食事、家で調理をすることに関して、９割の児童が意欲的に関わろ

うとする意識があると言える。 

   上記２つのアンケート結果において、「とても」「概ね」「あまり」の各々に該当する児童がほ

ぼ一致していることから、食への興味・関心、実践する力、実践することへの喜びや達成感に

は関連があると言える。 

 

 

 

 

 

 



（４）本校の研究における指導に関して 

視点１… 子どもが食について考え、自分の生活を見つめることができる授業づくりや日常 

における指導と意図的な体験活動の設定 

      ア 指導計画の前半段階で、食品を五大栄養素に分類させることで、児童に自分の食 

       生活の課題に気付かせる。後半段階で、課題解決のための学習や調理体験を行うこ 

とで、自分の食生活で実践しようとする喜びを味わわせる。【食事の重要性】 

イ 本時では、児童にだしの入っていないみそ汁とだしの入っているみそ汁を飲み比

べさせることによって、だしの必要性に気付かせる。また、栄養素の観点から、み

そ汁の良さに気付かせるようにする。【心身の健康】【食文化】 

 

   視点２… 学校での学びを家庭や地域で生かすことのできる場の設定の工夫 

ア 児童が学んだこと、考えたこと、経験したことを、次時以降の学習や家庭での実践 

で発揮できるよう、指導計画を工夫する。【食品を選択する能力】 

 イ 冬休みに家族のためにご飯とみそ汁を作るための計画を立てさせることで、児童

の意欲を喚起する。【感謝の心】 

 

（５） 指導上の留意点 

○児童の関心や意欲、思考の流れがスムーズになるように指導計画を工夫する。指導計画の

前半で食品の五大栄養素を理解させ、後半でごはんやみそ汁の調理実習で学んだことを活

かすといった流れで指導するようにする。 

〇食育タイムの時間に、旬の食材やバランスを考えた食品について考えさせることによって、

本時で学習したことへの理解を深めさせる。 

＜人権教育の視点より＞ 

〇みんなが気持ちよく学習をするために、ルールやきまりがあること、その大切さを理解さ 

       せる。 

〇児童が自分の生活を振り返り、自分を認め、自分の生活を改善していこうとすることが可 

    能となるように、指導計画を工夫する。 

〇児童が互いの考えや意見の違いを認め、受け止め、自分の考えや意見を素直に伝えること 

ができるように、聞き合う態度と雰囲気づくりを心がけ、そこから学びが生まれる言葉か

けを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３ 題材の指導目標と評価規準 

（１） 題材の指導目標 

○なぜ食事をするのかを考え、日常の食事や使われている食品に関心をもち、栄養のバランス 

を考えた食事を大切にしようとする。（関心・意欲・態度） 

  ○栄養面での課題を見つけたり、調理について工夫したりしている。（創意工夫） 

○ご飯とみそ汁に関心をもち、調理することができる。（技能） 

○五大栄養素を知り、食品に含まれる栄養素の体内での主な働きがわかる。（知識・理解） 

 

（２）題材の評価規準 

家庭生活への 
関心・意欲・態度 

生活を創意工夫する 
能力 

生活の技能 
家庭生活についての 

知識・理解 

○日常の食事に関心
をもち、栄養を考
えた食事のとり方
をしようとしてい
る。 

○調理に関心をも
ち、日常よく使用
される食品を用い
た調理をしようと
している。 

 
 

○普段の食事につい
て栄養面での課題
を見つけ、その解
決を目指して考え
たり、自分なりに
工夫したりしてい
る。 

○日常よく使用され
る食品を用いた調
理について考えた
り、自分なりに工
夫したりしてい
る。 

○日常よく使用され
る食品を用いた調
理に関する基礎
的・基本的な技能
を身に付けてい
る。 

○食事の役割の大切
さがわかり、栄養
を考えた食事のと
り方について理解
し、基礎的・基本
的な知識を身に付
けている。 

○日常よく使用され
る食品を用いた調
理に関する基礎
的・基本的な知識
を身に付けてい
る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４ 題材の指導計画及び評価計画（１１時間扱い）…網掛けの時間は栄養教諭とともに指導 

次 時 学習活動 
指導上の留意

点 

関 
意 
態 

創 
工 

技 
能 

知 
理 評価規準＜評価方法＞ 食育の視点 

１ 

１ 

・毎日の食事
に関心をも
ち、食品を
組み合わせ
て栄養を考
えた食事を
しようとす
る。 

・食事をとるこ
との必要性
を話し合わ
せ、食生活を
振り返らせ
る。 

○   ○ 

・毎日の食生活に関
心をもち、食品を
組み合わせて食べ
る必要があること
を知り、食事をし
ようとする。 

＜発言・記録＞ 

・食事に関心を
もち、３食規
則正しく食
事をとるこ
との大切さ
がわかる。【食
事の重要性】 

２ 
五

大
栄
養

素
の
働

き 

２ 

・五大栄養素
の種類と体
内での主な
働きがわか
る。 

・栄養素と働き
を図で示し、
栄養素の持
っている働
きが大切で
あることを
理解させる。 

   ○ 

・五大栄養素の種類
と働きについて理
解している。 

＜発言・記録＞ 
 

・体に必要な栄養
素の種類と働
きが分かる。 

【食品を選択す
る能力】 

 
３ 
 

３ 

・３つの食品の
グループや五
大栄養素につ
いて知り、自
分の朝食を振
り返り、五大
栄養素をもと
に改善する。 

・給食が栄養バラ
ンスよく作ら
れていること
に気付かせ、自
分の食事の栄
養バランスが
よくなるよう
に改善させる。 

   ○ 

・食品の栄養の特徴
を知り、食品を組
み合わせてとる必
要があることを理
解している。 

＜発言・記録＞ 
  

・栄養のバランス
のとれた食事
の大切さが分
かる。 

【心身の健康】 

 

 

 

４ 

４ 

 

５ 

 

６ 

・米とご飯の
違 い を 知
り、ご飯を
おいしく炊
くための調
理の仕方を
調べる。 

・炊く調理による
米の変化に着
目させる。匂い
や硬さがまっ
たく違うこと
に気付かせる。 

   ○ 

・米についての栄養
素や特徴がわか
る。 

＜記録・観察＞ 
  

 

７ 

本

時 

・みそ汁の実
の組み合わ
せ方を考え
る。 

・実の組み合わ
せ方を工夫
させる。  ○   

・実の組み合わせ方
を工夫している。 

＜記録・発言＞ 

・美味しいみそ汁
の実の組み合わ
せを考えること
ができる。【食品
を選択する能力】 

８ 

・みそ汁の実
の切り方や
手順につい
て知る。 

・実の種類や加熱
の仕方によっ
て味が変わる
ことに気付か
せる。 

   ○ 

・おいしいみそ汁を
作る上で大切なコ
ツがわかる。 

＜記録・発言＞ 

・日本の伝統
的な食文化
について知
る。 

【食文化】 

９ 

  

10 

 

11 

・ご飯とみそ
汁を同時に
おいしく、
効率よくつ
くる計画を
立て、調理
することが
できる。 

・ご飯の給水時
間や蒸らす
時間にみそ
汁を調理す
ることが能
率的になる
ことを知ら
せる。 

  ○  

・おいしいご飯及び
みそ汁の調理の仕
方について考えた
り、自分なりに工
夫したりしてい
る。 

＜観察・記録＞ 
 

・食品の衛生
に気を付け
て、簡単な
調理をする
ことができ
る。 

【食品を選択
する能力】 

 

な
ぜ
食
べ
る
の
か
考
え
よ
う 

３
つ
の
食
品
の
グ
ル
ー
プ
と 

そ
の
は
た
ら
き 

 

ご
飯
と
み
そ
し
る
を
つ
く
ろ
う 



５ 本時の学習 

（１）目標  みそ汁作りにおいて、家族が喜ぶ実の組み合わせを考えることができる。（創意・工夫） 

（２）展開                       

過程 学習活動 指導上の留意点および評価 

導入 

（ 5） 

 

 

 

 

 

 

展開 

（10） 

 

 

 

 

 

（10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（15） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整理 

（ 5） 

 

 

 

 

１ 本時のめあてをつかむ。 

 

 

 

・家族が喜ぶみそ汁はどんなものか発表させる。 

「おいしい」「具たくさん」「栄養たっぷり」など 

・「おいしいみそ汁」とはどんなものか発表させる。 

 

２ だしの入っているみそ汁とだしの入っていないみそ
汁を飲み比べ、だしが必要であることに気付く。 

 

 

 

 

 

３ みそ汁の実を考える。 

・学習シートに記入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 自分が考えた実と、家族が喜ぶポイントを紹介し合
い、よさを話し合う。（ペアで・全体で） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本時を振り返り、次時の活動について知る。 

（１）振り返り 

  ・友達の考えで参考になったことは何か。 

（２）次時の活動について 

 

 

 

 

 

○味の違いを実感させるため
に、実際にだしの飲み比べ
をさせる。（Ｔ１） 

○だしの種類やだしを入れる
効果などについて説明す
る。（Ｔ２） 

○実を５種類までと限定す
る。 

徹底指導（ポイント） 

○資料を提示しながら、食品
と五大栄養素を対応させて
理解できるようにする。 

 

 

 

 

 

能動型学習(ポイント) 

○自分が作るみそ汁を考える
際、五大栄養素の円グラフ
や食育ボード、給食の献立
表を提示することで、何の
栄養が必要か、自分の力で
考えられるようにする。机
間指導で個別に助言する。 

評価（創意・工夫） 

実の組み合わせをめあてに
沿って考えている。 

（記録・発言） 

【Ｂ基準に達しない児童への
支援】提示資料をもとに考え
させる。 

 

○児童の活動の様子を見て、
Ｔ１Ｔ２で連携し、指導助
言等（Ｔ１：改善のポイント
の助言／Ｔ２：専門的内容
の助言）を行う。 

○児童それぞれの考えのよさ
を取り上げ、旬の食材よさ、
栄養のバランスなどについ
て助言する。（Ｔ２） 

 

ビタミンや無機質を入れたかったので、タ

マネギとキノコを入れようと思いました。 

私は地元のしょうがを入れて作って
みようと思いました。 

【家庭とのつながり】 

 材料の準備、調理計画など
家庭で相談するようにする。 ・材料はどれくらい必要かな。 

・お家の人に作り方を聞いて作ってみよう。 

緑のものを入れると栄
養バランスがよくなるか
もしれないな。 

おじいちゃん
は○○が好きだ
ったな。 

何を入れたら
いいかな。 

旬の野菜も入
れてみよう。 

【学校給食との関連】 
給食の献立や旬の食材を
提示して考慮させる。 

 

家族が喜ぶ みそ汁を考えよう。 
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